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　アメリカ大統領選挙が終わった。一足先
に我が国の総選挙は決着し、政治と金の問
題について、国民の審判が下された。だが
肝心の投票率は2020年の大統領選挙（66%）
に遠く及ばない53.85％（全国）で戦後３番

目の低さであった。無関心な人が多いのか、政治に期待してい
ないのか。裏金のような大きな政治問題があったにも関わらず、
アメリカのように多くの国民が選挙に熱くなっているという印
象ではない。▼10月27日20時、報道各社は「自公政権過半数割
れほぼ確実」と一斉に報じた。その瞬間に野党による連立政権
発足かと思った方々も多かったことだろう。しかしそもそも反

自民ではあるが、考え方が異なる別々の政党である。どうやら
目先のポストで誘導するという、これまでの政局の理論だけで
は連立は難しそうだ。「政権交代」なのか。それとも「政策実現」
なのか。政局は混迷を極めている状況にあり、複雑な心境で
あるが、これを機会に身近な仲間と政治や政党について色々と
議論を重ねてみては如何だろうか。今回の選挙結果はそういっ
た意味では、話題にできるし、色々な考えを持つ方との議論を
深めることができる。議論を重ねなければ手は組めない。政局
の混乱は、私たちにとって直接的には不都合なことかもしれな
い。希望的観測ではあるが政治への関心が深まっていくことに
繋がればという期待を感じずにはいられない。

鹿児島　労福協
毎月15日に更新!!

☆労福協だより
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教育費負担軽減・奨学金制度改善に向けた団体賛同・個人署名にご協力を！教育費負担軽減・奨学金制度改善に向けた団体賛同・個人署名にご協力を！
　大学、短期大学、専門学校を合わせた高等教育機関の進学率が83.8％となる中、高等教育費の負担は子育てをす
る多くの世帯にとって重い課題となり、奨学金の返済負担は結婚や出産、子育てなど、人生の節目に大きな影響を
及ぼしています。
　すべての人が平等に高等教育を受けるためには、みんなが不公平感を抱くことなく、高等教育費の負担軽減を実
感できる政策実現のための取り組みが必要です。
　すべての人が学べる社会へ向けて、呼びかけ人とともに鹿児島県労働者福祉協議会も取り組みを進めています。
　多くの団体や個人の方々のアピールに対する賛同・署名で、政府や国会関係者に働きかけましょう！　ご協力を
お願いします。
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～つながるあしたひろがるみらい～70周年記念トークショーを開催！！
　九州ろうきん鹿児島県本部は11月１日（金）、宝山ホー
ルで「九州ろうきんプレゼンツつながるあしたひろがる
みらい鹿児島県労働金庫創立70周年記念トークショー」
を開催し530人が参加しました。第１部では「鹿児島こ
げなこっがあいもした」と題し、タレントの野口たくお
さんが鹿児島の魅力をおもしろおかしく話されました。
鹿児島弁で「こんおかべはねまっちょらせんか、いっと
かずんでみれ」（みなさんわかりますか？）など、観客
に話しかけながら軽妙なトークで笑いを誘い、大いに
盛り上がりました。第２部では、20年続いているMBC
ラジオのご長寿番組「おしえて野口さん」でおなじみの
ファイナンシャルプランナー野口裕幸
さんと野口たくおさんのＷ野口さんに
よる資産運用の大切さや詐欺メールに
対する注意喚起が発信され、参加者か
らはわかりやすくためになったと大変
喜ばれました。
　地域・職域のみなさまに支えられ「働
く人の夢と共感を創造する協同組織の
福祉金融機関」として創立70年という
大きな節目を迎えることができました。
今後もみなさまと共に、一番身近にあ
る伴走型の金融機関として職員一同、
精いっぱい努めてまいります。 九州労働金庫鹿児島県本部黒江嘉文本部長と鎌田純孝推進委員長によるあいさつ

第
１
部
の
様
子

第73回おはら祭夜まつりに参加しました！
　九州ろうきんと連合鹿児島青年委員会は11月２日

（土）、「第73回おはら祭夜まつり」に参加しました。1998
年の新本店（現鹿児島支店）ビルオープンを機に参加を始
めた「おはら祭」も24回目を迎えました。参加者は本番へ
向け厳しくも優しい練習を重ね、本番に臨みました。当
日は、休日であったこともあり、会員や職員、その家族
を含め例年より多い94名（ツカエルさんとユニオニオン
２名を含む）が参加のもと楽しく踊りました。ろうきんと連合は、祭りを通して地域や働く人の身近な存在であるこ
とを広くアピールできました。社会・経済情勢が厳しさを増す中で、「働く人の毎日を応援する協同組織の福祉金融
機関」としてろうきんの社会的な役割はますます重要になってきます。そのためにも、南九州最大の祭りに参加する
ことで、県民のみなさまに少しでも知って、利用して広めていただくことが大事だと考えます。おはら祭に参加す
ることで、会員のみなさまや働く人との連帯・協働の輪がさらに大きなものになったのではないでしょうか。
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　連合北薩地協女性委員会と北薩地域労福協は10月５日（土） 10時から薩摩川内市のSSプラザせんだいにおいて「学習
会」を開催し、21名が参加しました。
　北薩地協女性委員会では、年間行事計画で学習会を設定し役員会で議論したところ、ろうきんのNISAやiDeCoにつ
いて詳しく学んでみたいとの声が多く聞かれたため、ろうきん川内支店の江畑友三佳氏を講師に招き、「マネープラン
セミナー」と題して講演していただきました。
　冒頭、女性委員会の森永委員長のあいさつ後、セカンドライフにはいくら必要か？　豊かな老後を過ごすためには、
今のうちから資産運用が大切で、資産運用をはじめるための心得としては、資産分散・長期保有・運用利回りを上げ
るの３つが大切であることを学びました。江
畑さんは、「はじめての投資には不安があると
思いますが、不安を解消するための投資もあ
りますので、ぜひろうきんにご相談ください」
と話されました。最後に、参加者からの質問
にも丁寧にお答えいただき、多くを学ぶこと
ができました。

マネープランセミナー

会場の様子会場の様子

労働金庫・全国労働金庫協会をかたった
偽メール・偽サイトにご注意ください！！

　10月下旬から、連日「労働金庫」「全国労働金庫協会」をかたる偽メールが当金
庫のお客さまを含む不特定多数の方に送信されています。この偽メールは、「ろ
うきんダイレクト」のログインページを模倣した不正な偽サイト（フィッシング
サイト）に誘導するもので、既に労金業態においてお客さまの預金等が引き出さ
れたという被害が発生しています。当金庫における正規メールは、「お客さまの
個人情報」や「パスワード」を入力いただくことは、絶対にありません。不審なメー
ルやメッセージに記載されているリンクを絶対にクリックしないでください。
万が一、偽サイトにアクセスされた場合や個人情報を入力された場合は、速や
かに以下の連絡先までご連絡ください。

ろうきんヘルプデスク　0120-030-272（受付時間　全日9時～21時）
労金紹介センター　0120-608-002（上記ヘルプデスク受付時間外）

お客様サービス室
0120-796-210

（平日9時～17時）
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　10月23日（水）に鹿児島市立紫原小学校にて横断旗・
長なわの寄贈式を行いました。
　今回の寄贈式には九州労働金庫鹿児島県本部にも同席
いただき、児童の登下校時の交通安全、健全育成、防犯
ツールとしてこくみん共済coopから横断旗200本・長な
わ７本と九州労働金庫鹿児島県本部からツカエルさん反
射ホイッスルを寄贈しました。
　このように九州労働金庫鹿児島県本部と連携した取り
組みを今後も展開していきたいと考えていますので、引
き続きのご協力をよろしくお願いいたします。

鹿児島市立紫原小学校PTAに200本の横断旗を寄贈報告

▲ 鹿児島市立紫原小学校　寄贈式▲ 鹿児島市立紫原小学校　寄贈式

▼ 詳しくはこちら▼ 詳しくはこちら

共済ショップぐりんぼう奄美店の通常営業再開のお知らせお知らせ

　日ごろより、こくみん共済coopをご利用いただきありがとうございます。
　「共済ショップぐりんぼう奄美店」では、2024年９月２日（月）より営業時間の変更を実施しておりましたが、　
2024年11月１日（金）より通常営業を再開いたしました。
　組合員のみなさまにはこの間のご理解とご協力に感謝申し上げます。
　今後とも変わらぬご愛顧をお願い申し上げます。

◆共済ショップぐりんぼう奄美店の営業時間

【各種お問い合わせ先のご案内】
　■ご加入・ご契約の変更等のお問い合わせ    ：お客様サービスセンター　0120-00-6031
　■共済金請求（入院等）のお問い合わせ　  　：共済金センター　0120-580-699
　■マイカー共済の事故受付等のお問い合わせ：マイカー共済事故受付センター　0120-0889-24
　　電話番号のおかけ間違いにはご注意ください。
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車検のお見積もりは車検のお見積もりは
こちらから！こちらから！

※�一部対応していない機種※�一部対応していない機種
もございます。もございます。

　　　　　　　　はこくみん共済 coop の指定整備工場で！はこくみん共済 coop の指定整備工場で！
組合員の皆さまは最寄りの指定整備工場をご利用ください。

　こくみん共済 coop の指定整備工場では、組合員の皆さまの大切なお車
の車検や修理、各種点検整備など、丁寧なサービスを実施しています。
　こくみん共済 coop の組合員の皆さまは、組合員価格で車検などが利用
できますので、車検などを受ける際はぜひ最寄りの指定整備工場をご利用
ください。
　また、車検のお見積もりはＷＥＢで手軽に依頼できます。右の二次元バー
コードを読み取り、最寄りの指定整備工場を選択しご依頼ください。

※ご利用の際は、こくみん共済 coop の組合員であることをお伝えください。
※サービス内容は工場によって異なりますので、事前に各工場へお問い合わせください。

車検 修理 点検

「ライフプランセミナー」
　鹿児島地域労福協は10月10日（木）18時30分から九州労働金庫鹿児島県本部５階大ホールにて、こく

みん共済coop鹿児島推進本部の防災士である野間大輔さんを講師に招き、防災・減災セミナー「地震か

ら命を守る」と題したライフプランセミナーを開催しました。

　こくみん共済coopでは、防災士資格を取得した職員が災害から命を守り「助けられる人」から「自分で何

とかできる人」を増やすための活動を展開しています。その活動の一環として皆さんの命を守っていただ

くことを第一に、「地震災害」をテーマに災害への備えの大切さを分かりやすく説明していただきました。

　最後に、「災害時のつらさを少しでも和らげるために、避けることが難しい万一の災害について家族で

考えるきっかけとして、防災・減災を考えてほしい」という話で締めくくられました。幾多の自然災害に

向き合ってきたこくみん共済coopだからこそ、強い思いのもと取り組んでいる大切な活動ということを

理解することができる大変有益なセミナーになりました。
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鹿児島県民教育文化研究所教育相談室
案内

相 談 日　月曜日～土曜日
相談時間　午前10時～午後４時

（土曜日・長期休業中は事前予約が必要）
相談方法　直接面談、電話、FAX
E-mail　e-soudan@g-coop.com
 

〒892－0816　
鹿児島市山下町4－18（教育会館別館３階）
TEL 099（272）9863　　FAX 099(272)9842

（一財）鹿児島県教育会館維持財団公益目的事業

学校・子育て・教育全般で困ったこと・心配なことについて、
相談を受け付けています。

　連合鹿児島と鹿児島県労福協は鹿児島大学法文学部で２年～４年生の約220人を対象に、2024年度後期（2024年
10月～25年１月）授業「連合寄付講座（全15回・２単位）」を開講しました。
　連合（連合鹿児島含む）・教育文化協会・鹿児島労働局・
鹿児島県労働委員会・共同通信社・社会保険労務士・鹿
児島県経営者協会・弁護士・鹿児島県生協連・九州労金・
こくみん共済coopから講師を選任し、ワークルール・労
使関係・労働組合・労働保険と社会保険・協同組合・消
費者契約など働く上で欠かせない労働に関する基礎知識
を修得する講義です。講義で労働に関する基礎知識を幅
広く修得し、真に人間らしく働くことの意味を考え、人
間らしい労働が正当に報われる公正で安心な社会の構築
に向けて確実な一歩になればと考えています。　

鹿大法文学部で連合寄付講座「人間らしく働くこととワークルール」鹿大法文学部で連合寄付講座「人間らしく働くこととワークルール」開講開講
連合鹿児島・県労福協連合鹿児島・県労福協

「公務労働の現状と公共サービスの課題」の講義をする「公務労働の現状と公共サービスの課題」の講義をする
満永 連合鹿児島会長代行満永 連合鹿児島会長代行

　奄美地域労福協は10月
26日（土）に「歴史探訪講
座in瀬戸内町」を開催し、
22人が参加しました。
　はじめに訪れた瀬戸内
町立郷土館では、瀬戸内
町の歴史や国指定重要無
形民俗文化財の諸鈍シバ
ヤ、奄美大島に生息する
多種多様の生物と植物の
説明を受け、また郷土館の里朋樹職員から労働のつらさなど島民の生
活に溶け込んだ島唄を披露してもらいました。
　次に、瀬戸内町花

け

天
てん

にある近畿大学水産研究所奄美実験場を訪れ、
「海を耕せ」の理念を掲げてマグロの養殖研究を始め、現在では人工ふ
化して成長したクロマグロが再び産卵する完全養殖に世界で初めて成
功したことや近年は高級魚「クエ」と同じハタ科の大型魚「タマカイ」を
掛け合わせた「クエタマ」の研究に力を入れていることなどを説明して
いただき、稚魚がいる実験場へも案内していただきました。
　また、瀬戸内町の最西端にある西古見では旧陸軍の観測所跡や砲台
跡、手安の弾薬庫跡などを訪れ、エコツアーガイドの方から戦時中こ
れらの施設がどのように使われていたかを学びました。
　奄美大島と加計呂麻島の間にある大島海峡はリアス式の海岸となっ
ており、戦時中の要塞として利用されたことと、深い入り江が功を奏
し現在の養殖技術の拠点となっている現在の姿が交差し、思い出に残
る講座になりました。

　　歴史探訪講座in瀬戸内町歴史探訪講座in瀬戸内町
奄美地域労福協奄美地域労福協

　貴重な体験ができました　貴重な体験ができました

　鹿児島県労働者福祉協議会とテルウェル西
日本鹿児島営業支店は10月19（土）・20（日）
の両日、鹿児島市のアエールプラザで「楽し
いパソコン教室」を開催し、29人が参加しま
した。19日は「パソコン活用講座～ Word・
Excel入門編～」、20日は「パソコン活用講座
～ Word・Excel実務編～」と題し、基礎から
応用方法まで学びました。
　参加者からは、「仕事や趣味はもとより、
今後の就職活動にも生かしたい」「わかりや
すく、楽しく学べました」など、満足した声
が聞かれました。
　今後は参加人員を増やし、内容の追加など
を検討して継続していきたいと思います。

楽しいパソコン教室開催楽しいパソコン教室開催
　県労福協　県労福協

会場の様子会場の様子
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ニュース・ニュース・
ワードワード

す
る
上
毛
電
気
鉄
道
で
は
、
自
転

車
を
持
ち
込
む
乗
客
が
年
間
４
万

人
を
超
え
、
す
っ
か
り
定
着
し
ま

し
た
。
各
地
で
通
学
目
的
の
利
用

に
活
用
す
る
実
証
実
験
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ろ
う
き
ん
の
プ
レ
ミ
ア
ム
定
期
預

金
と
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
の
情
報
が

得
ら
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
身
近
な
情
報
お
願
い
し
ま

す
。  


（
伊
佐
市
）

　
９
月
号
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ワ
ー
ド

に
手
足
口
病
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
小
学
生
の
孫
が

か
か
っ
て
し
ま
い
、
中
学
生
の
お
姉

金
額
、
連
合
鹿
児
島
頑
張
れ
。

（
鹿
児
島
市
）

　
こ
く
み
ん
共
済
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
60
歳
以
上
の
保

障
内
容
を
も
う
少
し
充
実
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
！ 

（
鹿
児
島
市
）

　
ろ
う
き
ん
の
普
通
預
金
口
座
を

開
設
し
、
N
I
S
A
を
始
め
ま
し

た
。
資
産
運
用
は
初
め
て
で
、
本

当
に
で
き
る
か
ド
キ
ド
キ
で
し
た

が
、
担
当
の
方
が
丁
寧
に
教
え
て

く
れ
て
、
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
ま
し

た
。
ろ
う
き
ん
と
な
が
ー
く
お
付

き
合
い
し
な
が
ら
運
用
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
姶
良
市
）

サイクルトレイン
　
自
転
車
を
鉄
道
の
車
内
に
持
ち
込

め
る
サ
ー
ビ
ス
。
親
し
み
を
込
め
て

「
チ
ャ
リ
ト
レ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

目
的
地
で
の
行
動
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促

進
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
外
国
人
旅
行
者
に
向
け
た

多
言
語
対
応
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

な
ど
の
整
備
促
進
事
業
補
助
金
（
国

土
交
通
省
）
も
あ
り
、
地
方
の
民
間

鉄
道
事
業
者
や
中
山
間
地
域
の
第
３

セ
ク
タ
ー
鉄
道
な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
線

活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
導
入
す
る

路
線
が
増
え
て
い
ま
す
。
２
０
０
３

年
に
導
入
し
た
、
群
馬
県
内
を
運
行

読
　
者

読
　
者

か
ら
の

か
ら
の

声声

304304

ち
ゃ
ん
ま
で
感
染
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
保
育
園
児
は
感
染
せ
ず
に
済
み

ま
し
た
！
　
手
洗
い
、
う
が
い
、
大

切
で
す
ね
!! 

（
奄
美
市
）

　
大
隅
地
域
労
福
協
労
働
者
福
祉
運

動
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
労
金
や
こ
く
み
ん
共
済

c
o
o
p
、
労
福
協
の
成
り
立
ち
を

初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

終
了
後
の
懇
親
会
に
も
出
た
の
で
す

が
、
２
年
前
と
違
い
女
性
の
参
加
率

も
高
く
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
ら
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。 

（
曽
於
市
）

　
鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
９
５
３

円
に
！
　
全
国
平
均
に
は
ま
だ
ま
だ

遠
い
で
す
が
、
明
る
い
話
題
に
思
わ

ず
顔
が
に
や
け
ま
し
た
。
打
倒
首
都

セルフコンパッションセルフコンパッション
でうまくいく！でうまくいく！

臨床心理士　山藤奈穂子

と
さ
れ
て
い
る
社
会
だ
か
ら
で

す
。
で
も
、
そ
う
し
て
ば
か
り

い
る
と
、
自
分
の
本
心
が
わ
か

ら
な
く
な
り
ま
す
。
人
の
気
持

ち
ば
か
り
を
優
先
し
て
い
る

と
、心
身
の
不
調
を
感
じ
ま
す
。

そ
れ
は「
も
っ
と
自
分
を
大
切

に
し
て
」と
い
う
大
事
な
サ
イ

ン
な
の
で
す
。

　
心
が
少
し
だ
け
も
や
も
や
っ

と
し
た
ら
、
目
を
閉
じ
て
胸
に

手
を
当
て
て
深
呼
吸
し
ま
し
ょ

う
。
自
分
の
体
に
耳
を
澄
ま
せ

ま
す
。「
本
当
は
ど
う
し
た
い

の
？
　
何
が
嫌
？
」そ
う
尋
ね

て
み
ま
し
ょ
う
。
ど
ん
な
答
え

が
出
て
も「
わ
が
ま
ま
だ
」と
責

め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
次
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
現
実
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
考

え
ま
す
。
小
さ
な
一
歩
で
構
い

ま
せ
ん
。
他
人
を
優
先
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
を
大
切
な
客

人
の
よ
う
に
扱
い
ま
す
。
例
え

ば「
仕
事
を
休
み
た
い
」と
い
う

願
い
に
気
づ
い
た
ら
、
せ
め
て

残
業
は
断
る
、
半
日
休
む
な
ど

妥
協
案
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
ニ
ー
ズ
を
大
切
に
し

て
い
い
の
で
す
。
我
慢
し
て
ば

か
り
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自

分
の
本
当
の
気
持
ち
に
こ
そ
寄

り
添
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
た
ち
は「
人
に
迷
惑
を

か
け
る
な
」「
自
分
を
優
先

す
る
の
は
わ
が
ま
ま
だ
」と

言
わ
れ
て
育
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
の
気
持
ち

を
優
先
し
よ
う
と
す
る
と
、

罪
悪
感
を
覚
え
ま
す
。で
も
、

心
の
健
康
の
た
め
に
は
私
た

ち
は
も
っ
と
わ
が
ま
ま
に
な

ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ど
う
や
っ
た
ら
わ
が
ま
ま
に

な
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
は
、
自
分
の
素
直
な

感
情
や
ニ
ー
ズ
に
気
づ
く
こ

と
が
大
切
で
す
。「
私
は
こ

れ
が
嫌
い
」「
本
当
は
こ
う

し
た
い
」。
私
た
ち
は
日
々

そ
う
い
う
本
音
を
抑
え
て
生

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
良
し

�人の気持ちばかり優先しない
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ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
新
田
　
　
咲	

山
之
内
保
彦

　
南
　
　
洋
平	

森
田
　
弘
子

　
小
島
　
萌
香	

本
村
　
奏
翔

　
徳
重
　
功
一	

福
園
　
秋
菜

　
浜
島
　
沙
季	

日
高
靖
太
郎

　
中
村
　
郁
郎	

真
辺
　
敬
吾

　
井
手
　
幸
樹	

上
村
　
美
香

　
東
條
　
晶
子	

藤
久
保
美
子

　
松
永
慎
一
郎	

八
郷
　
　
蒼

　
佐
々
木
美
佐
恵	

原
田
　
仁
志

ATM利用手数料 ATM利用手数料

は２０２０年４月１日現在の概要です。

＊九州ろうきんホームページアドレス
https://kyusyu-rokin.com/

公式キャラクター

ピットくん（鹿児島県）

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、相互
扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目
的としています。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地または勤務地の
共済生協の組合員となることで各種共済制度をご利用いただけます。

たすけあいから生まれた保障の生協です。

＊こくみん共済 coop＜全労済＞ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

＊「あつまれ！ユニオンスクエア～＃毎月05日は連合の日～」
　ホームページアドレス
https://ja.twitcasting.tv/unionion

ひとりで悩んでいませんか？
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま 0120-307-830

労 働 相 談 専 用 0120-154-052

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。

＊安心ネットかごしま
　相談対応「LINE公式アカウント」

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
７
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
最

北
端
に
あ
る
州
。
氷
河

や
オ
ー
ロ
ラ
で
有
名
で

す

４
　「
欠
伸
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

６
　
被
団
協
に
…
…
平
和
賞

７
　
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
一
つ

９
　
歌
劇
の
主
役
を
つ
と
め

る
女
性
、
…
…
ド
ン
ナ
の

略

11
　
年
末
の
大
掃
除
に
は

…
…
払
い
も
お
忘
れ
な

く

12
　
昼
が
最
も
短
い
日

14
　
小
さ
な
火
災

16
　
心
の
持
ち
方
。
…
…
一

転

17
　
雑
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

で
有
名
な
明
治
時
代
の

俳
人
・
歌
人

20
　
所
属
政
党
か
ら
離
脱

21
　
…
…
と
な
る
も
牛
後
と

な
る
な
か
れ

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
氷
。
…
…
ク
リ
ー
ム

２
　
雪
。
…
…
ボ
ー
ド

３
　
車
。
…
…
フ
ェ
リ
ー

４
　
児
童
文
学
「
…
…
の
少

女
ハ
イ
ジ
」

５
　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
旧
国
名

８
　
取
り
越
し
苦
労
。
余
計

な
心
配

10
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都

12
　「
♪
…
…
用
心
、
火
の
用

心
」

13
　「
ア
ナ
と
雪
の
…
…
」

15
　
パ
リ
五
輪
で
は
除
外

16
　
対
義
語
は
「
か
も
い
」。

…
…
が
高
く
て
行
き
に

く
い
家

18
　
生
ま
れ
た
土
地
。
ふ
る

…
…

19
　
海
が
荒
れ
る
こ
と

〔
解
答
〕は
必
ず
ハ
ガ
キ
か
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
場
名
を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通

に
限
り
ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団

体
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き

く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
２
０
２
４

年
12
月
６
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の

方
に
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

■
下
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
す

〔
送
り
先
〕〒
890

－

0064

　
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
五

－

七 

六
階

　
鹿
児
島
県
労
福
協「
ク
イ
ズ
」係

　

７
６
7
号（
10
月
）の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
128
通
で
、

127
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正
な
抽
選
の
結

果
、
下
記
の
20
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「オリオンザ（オリオン座）」


